
2026年度　三重県社会人サッカー選手権

① 試合時間については、８０分（４０分ー10分ー４０分）とする。

② 同点の場合、準決勝戦までは即ＰＫ戦を実施する。

決勝戦については、延長２０分を実施、尚、同点の場合はＰＫ戦を実施する。

インターバルについて、延長戦：３分／ＰＫ戦：１分の時間を設ける

③ 選手エントリーについては、次シートに記載し提出された選手とする。

提出は・１次予選参加チームは、１週間前（2/22（日））まで

　　　　・２次予選参加チームは、１週間前（3/8（日））まで

　　　　・１次予選勝者も２次予選１週間前までならば追加可

④ 外国籍選手は５名までエントリーを認め、３名の出場を認める。（準加盟チームは除く）

⑤ 追加登録選手は認めない。

⑥ 試合開始時までに７名未満の場合は棄権とし、相手の不戦勝とする。

⑦ 選手交代については、競技開始時に登録された選手７名の中から５名の交代が認められる。（ハーフタイムを除き３回まで）

⑨ ユニホームについては、組み合わせの上段および左側が白色（もしくは淡い色）を優先とし、両者および審判団で協議する。

（色違いのユニホームを２着準備をすること。※ベンチ内は、ビブス等の準備要）

⑩ ベンチは組み合わせの左側および上段がピッチに向かって左側とし、右側および下段が右側とする。

⑪ 帯同審判員は黒色の審判服で正装とする。  （用具については、実施チームで準備すること。）

⑫ 準々決勝戦までの帯同審判チームについては、両チーム２名ずつ選出し主審・線審・４審を決定し実施する。

⑬ 帯同審判員は、主審は３級以上の有資格者が実施すること。副審は4級でも可。

（帯同審判員は、登録証が確認できるものを持参すること。）

⑭

⑮ 競技規則については、最新の日本サッカー協会サッカー競技規則による。

⑯ 懲罰

(1)  本大会期間中に警告を2回受けた選手は、直近の本大会1試合に出場できない。なお、本大会期間

中に科せられた警告の累積は他大会には影響を及ばさない。

(2)　本大会において退場を命じられた選手は、公式戦の試合１試合に出場出来ず

それ以降の処置については規律委員会において決定する。

(3)　本大会において、他大会等の出場停止処分を消化する場合は、事前に大会事務局まで連絡すること。

すること

(4)　出場停止処分を受けた者は、試合が終了するまで制限される

区域には立ち入ることは出来ない。

(5)　本大会は日本サッカー協会の懲罰規定に則り、大会規律委員会を設け、委員長は社会人部委員長

とし、委員については委員長が決定する。

(6)本大会の規律問題は、日本サッカー協会の懲罰規程に従い、大会規律委員会が処理をおこなう

（天皇杯JFA第106回全日本サッカー選手権大会兼第62回全国社会人サッカー選手権大会　三重県社会人代表決定戦）

大  会  要  項

優勝チームは社会人代表として、三重県選手権（天皇杯代表決定戦）に出場。
優勝チーム、準優勝チームは全国社会人サッカー選手権東海大会への出場権利を得る。

準加盟チームは、三重県選手権への出場はできない。準加盟チームが優勝した場合は、準優勝チームが三重県
選手権に出場する。



その他

・ 天候等の不良により試合が中止された場合の処置

　前後半を問わず、試合が最後に中断された時点の得点の多いチームが次回戦に進む。

　前後半を問わず、試合が最後に中断された時点の得点が同じ場合は抽選により次回戦に進むチームを決める。

　試合が行われなかった場合も抽選により次回戦に進むチームを決める。

・ 決勝戦のみマッチコミッショナーを導入する

試合前のミィーティング実施：チーム監督出席の事/ミィーティングは試合開始７０分前に行う

ミーティング時はユニホーム（正・副）2着を持参する事

・ 試合用ボールは各チームにて用意する

・ 試合当日、会場準備担当チームは、グランド到着後、社会人部委員（会場責任者）まで連絡すること。

・ グランド準備・整備担当チームは運営に御協力をお願い致します。（各チーム４名以上）

・ 運営に非協力的なチームは次年度大会参加を見送る場合がある。

・ 試合中および練習中でのけが・事故については各チームが責任をもって対処すること。

（いかなる場合においても、主催者および主管団体は責任を負わない。）

・ 試合会場にチームおよび選手が持ち込んだ物品やゴミについては持ち帰り処分すること。

・ 喫煙については指定された場所で喫煙のこと。吸い殻については火災に注意すること。

・ 選手証の提示（令和7年度分で可能/新規追加選手に関しては登録表を基に確認します）

選手証には顔写真が表示されていること。

・ メンバー表は試合開始７０分前に選手証と一緒に本部へ提出する事。

注意 駐車場において、天候に関係なく各施設の指定駐車場を利用すること。（応援者についても同じ）

スポーツの杜鈴鹿では、チーム関係者および応援者は必ず第１～第３駐車場を使用のこと。

応援者の応援場所についてはグランドのピッチ外でお願いします。


